
土のうによる水害対策 
 

近年、全国各地で台風、大雨による豪雨災害が発生しています。台風

や大雨のおそれがあるとき、事前に対策をしておくことで浸水被害を最小

限に抑えることが出来ます。今回は、一般的な水害対策として知られてい

る「土のう」について説明します。 

 

（土のう設置例） 

         

設置幅      ２７０ｃｍ （扉の幅１８０ｃｍ） 

  土のうの数    ４０袋 （１段目 １３個、２段目 １３個、３段目 １４個） 

  土のうの総重量 ６００～８００㎏ （１袋 １５～２０㎏） 

  設置高さ      ４０ｃｍ （１段 約１０～１５ｃｍ） 

  ※土のうの数・設置高さは、土のうの積み方・砂の量によって変わります。 

 

これだけの土のうを作成、搬送、積む作業はとても大変！！ 

 



（一般的な家の玄関扉の設置例） 

１．作成及び搬送について 

・土のうの作成には大量の砂が必要。 

・土のうの重さは１袋約１５～２０kg。 

・車両での搬送が必要。 

※高松市では、台風等が近づいた時に、状況に応じて、土のう作成場所を開設

しています。必要な方は、その場で作成の上、各自で持ち帰っていただいてい

ます。 

２．設置について 

  ・十分な止水効果を得るためには、多くの土のうが必要。 

  ・土のうの積み上げ作業は、大変な労力と時間が必要。 

３．保管について 

  ・保管スペースが必要。 

  ・長期間の保管で袋材の劣化。 

  

親子扉 幅１３０ｃｍ 

土のう設置幅１８０ｃｍ 

土のうの数 

１段積み  ９袋 

２段積み １８袋 

３段積み ２７袋 

※高さ１段約１０～１５ｃｍ 

※数はあくまでも目安です。 

引き違い戸 幅１８０ｃｍ 

土のう設置幅２２０ｃｍ 

土のうの数 

１段目積み １１袋 

２段目積み ２２袋 

３段目積み ３３袋 

※高さ１段約１０～１５ｃｍ 

※数はあくまでも目安です。 

 



４．まとめ 

土のうによる水害対策は、土のうの作成、搬送、設置に大変な労力と

時間が必要です。また、備蓄するための保管場所も必要です。土のうを

設置することで、十分な止水効果がありますが、高齢者や体の不自由な

方にとって作業は非常に困難と考えられます。                  

最近では、コンパクトに収納でき、緊急時に素早く、簡単に設置できる

水害対策商品も販売されています。 

また、高松市南消防署では、土のうの代わりになるものとして、   

を紹介しています。  

是非とも参考にしてみて下さい。 
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